
 
Fig. 1  AMF images of (a) Pt/Co and (b) Pt/Fe bilayers 
after H2-RPexposure.   

 
Fig. 2  Hysteresis loops of FePt-NDs at room temperature. 
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１．概要（Summary ） 
Pt/Co および Pt/Fe 極薄積層膜への H2-RP 照射により、

積層膜表面での原子状水素の再結合に起因した局所

加熱により金属原子の表面拡散・凝集と同時に合金化

反応が生じ、合金ナノドットが高密度形成できること

がわかった。Pt/Fe 積層膜の場合、垂直磁気異方性を

有する L10-FePt 合金ドットの高密度形成が実現でき

た。 
 
２．実験（Experimental） 
n-Si(100)基板を 1000˚C、2%O2 中で酸化して形成した

膜厚~1.0nm の SiO2 膜上に、電子ビーム蒸着装置（ア

ルバック社製 EBX-10D）を用いて膜厚~1.0nm の Co

薄膜を堆積した後、引き続き、膜厚~1.0nm の Pt 薄膜

を形成した。さらに、p-Si(100)基板を 1000˚C、2%O2/H2

中でウェット酸化により形成した SiO2 膜 (膜厚

~150nm)上に、電子線蒸着により厚さ~3.6nm の Fe 薄

膜を堆積した後、引き続き、同一チャンバ内で厚さ

~4.4nm の Pt 薄膜を形成した。その後、外部非加熱で

H2-RP 処理(60MHz-ICP: 400~500W, 13.3Pa)を行った。

磁化特性は、交番磁界勾配型磁力計（LakeShore 社製 

PMC MicroMag 2900）により評価した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
SiO2膜上の Pt/Co および Pt/Fe 積層膜に H2-RP 処理を

施した後の AFM 表面形状像を Fig.1 に示す。いずれの

場合においてもナノドットの形成が認められ、表面形

状像から算出した面密度は、2.8×1011cm-2 (Pt/Co)、

2.0×1011cm-2 (Pt/Fe)であった。Pt 箔で覆った熱電対を

用いて Pt 箔の温度変化測定した結果、~570˚C まで温

度の上昇が認められたことから、H2-RP による表面形

状変化は、Pt 極薄膜表面で原子状水素の再結合に起因

した局所加熱によって金属原子の表面拡散・凝集が生

じ、ナノドットが形成したとして解釈できる。また、

導電性 AFM 探針を用いた帯電特性評価において、探

針電圧-5.0V を印加した領域では、ナノドットへの電

子注入・保持に起因した表面電位変化による帯電が安

定して観測できることから、互いに絶縁分離した高密

度金属ナノドットが形成できていることが確認でき

た。Pt/Co 積層膜においては、低運動エネルギー側の

光電子カットオフエネルギーにより仕事関数を評価

した結果、H2-RP 処理により合金化が促進することが

分かった。H2-RP 処理後の Pt/Fe 積層膜を XRD 評価し

た結果、FePt(001)および(002)ピークが明瞭に認められ

たことから、L10 相の形成が示唆される。FePt 合金ナ

ノドットの面内および面直方向に外部磁場を印加し、

磁化特性を評価した結果(Fig.2)、L10-FePt 相に起因す

る垂直磁気異方性が室温で認められ、磁化曲線から算

出した面内および面直方向の保磁力は各々~0.9kOe、

~4.8kOe であった。 
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